
    
斜視・弱視外来 
子どもの生まれたての視力は 0.1 以下です。お母さんの顔もぼんや
りとしか見えていません。目の機能（視力など）は、生後から 3 歳ま
でに急速に発達し、6 歳～8 歳頃までにほぼ完成します。ところが、
この時期に視力の成長を妨げる要因があると、視力の発達が停止し、
一生涯、めがねをかけてもコンタクトレンズを使用しても十分な視
力が得られません。これを「弱視」といい、約 50 人に 1 人程度とい
われています。 
弱視にはさまざまな原因がありますが、網膜へのピントがずれてい
る「屈折異常弱視」、斜視が原因で起こる「斜視弱視」などがありま
す。特に、強い遠視や乱視が原因となっていることが多く、視力が発
達する時期にめがねを常用するなどの治療を行うことで、多くの場
合、就学時までに視力を獲得できます。3 歳児健診は、弱視を発見す
るための大切な健診です。必ず受けましょう。 
斜視・弱視外来は、弱視の疑いがあるお子さんの状態を把握し、治療
する外来です。3 歳以下の小さなお子さんでもできる検査があります
ので、視線が合わない、見えにくそうにしているなどの心配事がござ
いましたら、受診してください。 
 

外来日： 
毎週月・水・木・金曜日の午後 1 時 30 分～（最終受付午後 3 時） 

紹介状のある方は、予約制です。 
紹介状のない方も一度お電話をください。 

 


